
受験番号 第 番

物 理 301 そ の 1

第 1閉 園のように,なめらかな水平面 BCの左側になめらかな斜面 ABが

つながっており,また水平面の右側には水平面と角度 βをなす動摩擦係数 あら
い斜面 

B †s C
さ hの点 Rに質量 mの小物体 Pを,水平面 BC上の点 Sに質量 M の小物 なめらかな水平面


体 Qをおく,ここで,m<Mであり,水平面 BCを位置エネルギーの基


準の高さ 0とする.空気抵抗は無視でき,重力加速度の大きさを gとし


て,面ABCD上の小物体の運動について以下の問いに答えよ｡


〔1〕 点 Rから小物体 Pを静かにはなした.Pは斜面 ABから水平面 BCへ進み,BC上の点 Sで Qに-直線上の弾性衝突をしたC

間 1 点SでQに衝突する直前の Pの速度 uoをgとhを用いて表せ｡

FL'のあらい斜面 CIL)がつながっているO斜面 AB上の水平面 BCからの高
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間 2 衝突直後の Pの速度 U,Qの速度 ∴ 

:-- u 憩
i霊 Qが得た力学的エネルギー Eoを m,M と uoを用いて表せ.
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〔2〕 衝突後,｡品 も甑 な水平面 BC上を進み,Cに達した｡ この時刻を J-0とする｡Qは Cからあらい斜面 CD上を進

み-時刻 t)に Cから距離 Lの最高点に達し,速度が 0となった.この間の Qの運動を考える｡
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L'間 3 0<t<t,の時刻 tでの Qの速度 Vを V,a,8, FL'と tを用いて表せ.また摩擦力の仕事率 PをV,M,g,CとF 

を用いて表せ｡ a 仰朗 をaと担 
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差せ｡また時刻 tlでの Qの力学的エネルギー E.を L,M,gとOを

こ~.
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間 5 Qが最高点に達するまでの間に摩擦力のした仕事を Wとする｡WをL,M ,a,8とFL'を用いて表した式 Ⅰ,および 

WをEuとElを用いて表した式 Ⅱを求めよD

o 
ぐ
.j
ノ

vv
 '
M
Gc齢0･L.脚 

W +EI 


